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１、第２回出願指導 WEB研究会（ベネッセ）  

  

 進路だより・第 12号に引き続き、研究会の報告について掲載します。特に、国公立大・私立大の入試

動向を中心にご紹介します。 

 

（２）学部系統別の 2026年度入試の志望動向 

 国公立大では、語学、法学、経済・経営・商学、農・水産学系統などで志望者数が増加し、生活科学、

保健衛生学などで志望者数が減少しています。特に経済・経営・商学部系統の志望者数は対前年指数 110

と増加が目立ち、高崎経済大学の経済学部（前期）でも志望者数が対前年指数 113・上位者数 126 と同

様の動きがみられます。私立大では、法学、歯学、農・水産学系統などで増加し、生活科学、薬学系統

などで志望者数が減少している点は、国公立大と同様に資格志向の弱まりがみられます。ただ、群馬大

学の医（保健【看護】）では、今年度より共通テストの理科（専門）が２科目から１科目、基礎科目の選

択不可から可となったことで、理系の生徒の負担軽減と文系生徒の受験が可能となり、志望者数は対前

年指数 139・上位者数 152と増加しております。そして、群馬健康科学大（看護）では対前年指数 108・

上位者数 80 となっているため、共通テスト後の志望校の変更が行われて生徒が流入することも予想さ

れます。下記の表のとおり、高経（経済）は周辺の国公立大と併願している生徒が多くみられ、群大・

健康科学大（看護）は、埼玉県立大と併せた併願志望状況となっています。そして、Ｂ判定の偏差値が

高い上位大学も含まれているため、共通テストの難化による平均点の下降によって、生徒の動きが活発

化することが考えられますので、油断せずに学習に励んでください。 

※ 併願志望状況（同学部）とＢ判定偏差値の比較（志望大学より、偏差値が高い↑、偏差値が低い↓） 

志望大学（学部） １位 ２位 ３位 ４位 

高経（経済）前期 埼玉大↑ 高経・地域↓ 新潟大↓ 信州大↓ 

群大（看護）前期 健康科学大↑ 埼玉県立大↑ 千葉大↑ 新潟大↑ 

健康科学大（看護）前期 群馬大・医↑ 埼玉県立大 茨城県立大 千葉保医療大↑ 
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（３）国公立大・私立大の 2026年度入試の志望動向 

 ①国公立大の志望動向 

 ②私立大の志望動向（大学別） 

 

  国公立大・私立大の志望動向で共通点は、入試難易度の高い大学（群）で志望者数が増加しているこ

とです。国公立大の志望者数は対前年指数 104、公立大は 102となっており、難関国立 10大・ブロック

大でそれぞれ 105と入試難易度の高い大学郡で志望者数が増加しています。昨年度は、新学習指導要領

に基づく大学入学共通テストが実施され、情報の新設、地歴公民での科目の変更等による負担感の増大

から、共通テストの教科・科目数が比較的少ない公立大を志望する受験生が多かったようです。ただ今

年度は、変更から２年目をむかえて一段落したことにより、受験生の安全志向が弱まっているようです。 

 私立大でも全体の志望者数が 102に対し、早慶上理・MARCHなどの難関 13私大で 106と増加していま

す。共通テスト方式の全体の志望者数は前年並ですが、難関 13 私立大では志望者数は増加し入試方式

による志望者指数の差はほぼみられません。難関国公立大の志望者数が増加していることから、共通テ

スト方式を用いて難関私立大の併願校を検討している受験生が多くなっているものと考えられます。 

※MARCHにおける共テ得点率・高い学部と低い学部（河合塾資料参照） 

大学 高い学部・得点率（ボーダーライン） 低い学部・得点率（ボーダーライン） 

明治大 経営／８５％～８８％ 総合数理／７９％～８３％ 

青山学院大 国際政治／８２％～８９％ 経営／７３％～８６％ 

立教大 経営／８５％～８９％ コミュニティ福祉／７４％～８１％ 

中央大 社会理工／８１％～８５％ 商・国際経営／７８％～８４％ 

法政大 グローバル教養／８６％ 現代福祉／６９％～８０％ 



 ③私立大の合格者数（昨年度） → 一般方式が減少し、共テ方式が増加（難関国公立大との併願） 

 ④収容定員充足率（2025年度） 

収容定員充足率とは、収容定員（１～４年生）に対する在籍学生の割

合を示し、収容定員 8000 人以上の大学で定員の 110％を超えると国か

らの補助金が支給されなくなります。 

左記のように、青山学院大と法政大で 1.1を超えており、今年度入試

では合格者数の絞り込みが予想されます。昨年度入試(2025 年度)の中

央大において、一般方式で 8,511（対前年 79）、共通テスト方式 6,899

人（対前年 96）、合計 15,320人（対前年 86）【未集計】という具合に、合格者の絞り込みが行われまし

た。新学部創設のためには 1.05 に抑える必要があり、中央大では 2027 年 4 月より「スポーツ情報学

部」・「情報農学部」（仮称）が構想されていて、立教大でも 2026年 4月より「環境学部」が新設されま

す。また、受験生の歩留まり率（合格者が入学する割合）が良かった点や、「行きたい大学を受験する」

という受験生の心境の変化が、青山学院大や法政大の歩留まり率や合格者数に影響したと推測されます。 

⑤私立大の志望動向（参考） 

明治大 1.07 

青山学院大 1.12 

立教大 1.05 

中央大 1.05 

法政大 1.13 


